
編
集
委
員
（
元
し
た
ま
ち
支
局
長
）

植
木
幹
雄

最
初
に
断
っ
て
お
き
ま
す
が
、
こ
こ
で
指
す
東
電
と
は
会

社
と
し
て
の
東
京
電
力
で
あ
り
、
職
員
全
体
を
指
す
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
福
島
第
一
原
発
事
故
で
、
劣
悪
な
環
境
の

中
「
見
え
な
い
」
危
険
と
戦
い
な
が
ら
作
業
を
続
け
る
作
業

員
の
方
た
ち
に
は
、
最
大
限
の
敬
意
を
表
し
た
い
気
持
ち
で

す
。
ご
承
知
の
通
り
私
は
福
島
県
出
身
者
。
ト
ー
ン
の
強
さ

は
お
許
し
を
。

◆

何
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
立
ち
並
ぶ
家
。
そ
し
て
四
季

の
草
木
は
咲
き
続
け
る
。
何
百
、
何
千
年
前
か
ら
変
わ
ら
ぬ

よ
う
に
川
が
流
れ
、
山
も
季
節
の
移
ろ
い
を
見
せ
る
で
し
ょ

う
。
だ
が
、
そ
こ
に
人
影
は
な
い
。
野
生
化
し
た
牛
、
や
せ

細
っ
た
犬
や
猫
が
徘
徊
す
る
だ
け
。
原
発
付
近
住
民
の
避
難

後
、
こ
ん
な
風
景
に
な
ら
な
い
と
誰
が
い
え
る
で
し
ょ
う
。

東
電
は
、
六
―
九
カ
月
で
原
子
炉
を
安
定
さ
せ
る
と
い
う

工
程
表
を
発
表
し
、
菅
直
人
首
相
も
年
明
け
に
は
「
判
断
す

る
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
あ
く
ま
で
、
帰
宅
が
い
つ
に
な
る

か
の
判
断
。
来
年
帰
宅
で
き
る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
四
月

十
三
日
に
菅
首
相
と
松
本
健
一
内
閣
官
房
参
与
と
の
間
で
は

「
十
年
住
め
な
く
な
る
の
か
二
十
年
か
」
と
の
会
話
が
あ
っ

た
と
さ
れ
、
こ
ち
ら
が
本
音
な
の
か
十
分
な
説
明
が
必
要
で

す
。十

万
人
近
い
人
た
ち
が
住
み
慣
れ
た
故
郷
、
先
祖
代
々
の

土
地
と
家
を
追
わ
れ
、
親
し
い
人
た
ち
と
も
離
れ
ば
な
れ
の

生
活
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
田
舎
と
い
う
土
地
柄
か
ら
、
転
居

経
験
者
も
少
な
く
、
今
住
ん
で
い
る
場
所
が
す
べ
て
。
帰
れ

る
ま
で
の
期
間
も
分
か
ら
な
い
。
胸
が
張
り
裂
け
る
よ
う
な

思
い
で
し
ょ
う
。
原
発
は
、
国
と
全
国
の
電
力
会
社
が
二
人

三
脚
で
進
め
て
き
ま
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
国
と
東
電
の

発
言
を
聞
い
て
い
る
と
、
互
い
に
責
任
逃
れ
し
、
当
事
者
意
識

が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

今
回
、
自
分
の
無
知
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
は
、
日
本
の

原
子
力
行
政
に
は
、
原
発
を
厳
し
く
監
視
す
る
機
関
が
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
推
進
役
の
経
済
産
業
省
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
は
ず
の
原
子
力
安
全
委
員
会
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
ま
で

が
東
電
と
互
い
に
結
び
つ
き
あ
っ
て
い
る
の
で
は
、
全
く
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。

東
電
は
、
事
故
直
後
「
千
年
に
一
度
の
地
震
で
想
定
外
」
を

連
発
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
危
険
性
を
予
測
す
る
指
摘
を
無

視
し
て
き
た
こ
と
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

「
千
年
に
一
度
」
は
、
運
が
悪
い
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
原
発

は
既
設
の
と
こ
ろ
に
次
々
と
新
規
の
原
子
炉
が
造
ら
れ
、
福
島

第
一
も
新
規
原
子
炉
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
原
発
は
当

初
三
十
年
と
言
わ
れ
た
寿
命
が
、
経
済
性
か
ら
ど
ん
ど
ん
延
ば

さ
れ
六
十
年
に
な
り
、
次
の
原
発
も
六
十
年
、
重
な
る
期
間
も

考
え
て
も
百
年
あ
れ
ば
、
千
年
に
一
度
の
確
立
は
高
く
な
り
ま

す
。
日
本
に
は
十
七
カ
所
五
十
四
基
の
原
発
が
あ
り
ま
す
が
、

百
数
十
年
周
期
で
大
地
震
が
確
認
さ
れ
て
い
る
場
所
に
立
地
し

て
い
た
り
、
地
震
そ
の
も
の
が
、
思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
で
発

生
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
当
然
日
本
の
ど
こ
か
で
起
こ
る
確
立

は
さ
ら
に
高
く
な
り
ま
す
。

何
し
ろ
、
原
発
が
商
業
運
転
を
始
め
て
ま
だ
四
十
年
ほ
ど
で
、

大
型
地
震
が
何
度
も
起
こ
っ
た
日
本
の
歴
史
の
中
で
は
極
め
て

短
い
期
間
。
地
震
が
必
ず
事
故
に
結
び
つ
く
と
は
言
わ
な
く
て

も
、
万
が
一
が
許
さ
れ
な
い
原
子
力
発
電
が
「
地
震
多
発
国
」

日
本
に
向
い
た
施
設
な
の
か
ど
う
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
震
災
で
は
岩
手
、
宮
城
、
福
島
だ
け
で
も
一
万
五
千

人
の
死
者
と
一
万
人
の
行
方
不
明
者
、
家
屋
の
全
半
壊
十
二
万

五
千
戸
と
い
う
被
害
を
出
し
、
避
難
者
も
十
二
万
人
、
基
幹
産

業
の
漁
業
も
港
、
船
舶
の
被
害
が
九
割
に
及
び
ま
す
。
で
す
が
、

復
旧
作
業
は
遅
遅
と
し
て
進
ま
ず
、
被
災
者
は
苦
し
い
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
原
発
は
今
後
の
被
害
拡
大

防
止
が
緊
急
、
か
つ
絶
対
の
課
題
で
、
政
府
も
二
面
作
戦
を
強

い
ら
れ
、
復
旧
の
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
す
。

制
御
下
の
原
発
は
、
安
価
で
ク
リ
ー
ン
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
一
度
制
御
不
能
に
な
る
と
、
長
期
間
大
気
を
、
大
地
を
、

海
を
汚
し
、
人
々
を
不
安
に
陥
れ
ま
す
。
原
発
所
在
地
を
震
災

が
襲
っ
た
と
き
の
怖
さ
、
悲
惨
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
被
害
対
策
で
電
力
料
金
の
値
上
げ
、
税
金
投
入
も
論
議

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
適
切
な
処
置
か
ど
う
か
、
国
民
も
し
っ
か

り
判
断
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

原
発
に
変
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
短
期
間
で
生
み
出
す
の
は
至

難
の
技
。
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
、
波
力
発
電
も
、
商
業
運
転

に
は
ま
だ
ま
だ
規
模
も
小
さ
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光
は
広
大
な
敷
地
を
要
し
、
風
力
は

低
周
波
な
ど
解
決
す
べ
き
点
も
残
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
日
本

の
技
術
力
は
、
困
難
に
ぶ
ち
当
た
れ
ば
当
た
る
ほ
ど
、
世
界
が

驚
く
ほ
ど
の
底
力
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。
き
っ
と
、
画
期
的

な
技
術
を
開
発
す
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
平
和

国
家
と
し
て
、
安
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
プ
ラ
ン
ト
輸
出
の
道
も
拓

け
そ
う
で
す
ね
。

特
別
展
「
写
楽
」

好
評
開
催
中

東
京
国
立
博
物
館
平
成
館
（
台
東
区
上
野
公
園
）
で
は
、
五

月
一
日
か
ら
特
別
展
「
写
楽
」
（
東
京
新
聞
な
ど
主
催
）
を
開

催
中
で
す
。

わ
ず
か
十
カ
月
と
い
う
短
い
活
動
期
間
に
百
四
十
図
以
上
の

版
画
を
残
し
た
東
洲
斎
写
楽
。
本
展
覧
会
で
は
、
約
百
四
十
図
、

約
百
八
十
枚
の
作
品
に
よ
っ
て
、
写
楽
版
画
の
魅
力
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
質
、
量
と
も
に
空
前
絶
後
と
も
い
え
る
こ
の
貴
重

な
機
会
を
、
是
非
お
見
逃
し
無
く
。

特
別
展
「
写
楽
」

■
会
期

六
月
十
二
日
（
日
）
ま
で

■
休
館
日

五
月
十
六
日
（
月
）
、
二
十
三
日
（
月
）

■
開
館
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
（
入
館
は
閉

館
の
三
十
分
前
ま
で
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
六
時
ま
で
開
館
。

■
お
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
＝
電
話
０
３
（
５
７
７

７
）
８
６
０
０
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